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1 )マウス C57B L/6 -(+/+, W' /+, st/ +, bgJ/bgJ) と WB-(+/+， W/十 ， Sl/十)
マウスは，我々の教室で繁殖させた。 (WB x C57B L/6 )F1- W /W' (以下WBB6F 1 -W/W'
と呼ぶ)マウスは ， WB-W/+雌と C57 B L / 6 -W' / +雄マウスとの交配により生産し， 2.5---3.5 
月齢のマウスを使用した。
2 )胎 児 妊娠馬血清由来FSHとヒト純毛ゴナドトロビンで排卵誘発した雌マウスを雄マウスと
交配させた，翌朝，腫栓を確認したものについては，その日を胎生 O 日とした。 WB B 6 F 1 ー十/十
マウス胎児は， WB-+/+雌と C57B L/6 ー+/+雄マウスとの交配で，またWB B 6 F 1 -Sl / st 














6 )肥満細胞集団中の肥満細胞数の算定 連続切片中に 1 枚でも 100個以上の肥満細胞が存在した場
合を肥満細胞集団の出現と定義した。また 1 個の肥満細胞集団は通常 3--5 枚の連続した切片におよ
ぶので，各々の切片の肥満細胞数を加算して，集団中の肥満細胞数を求めた。
[成績]
1 )胎生17日の C57B L/6 -+/十マウスと C57B L/6 -bgJ/bgJマウス皮膚の細胞を10 3 個ず、つ
混合し ， W/wマウスの皮膚に注射すると，出現した38個の肥満細胞集団のうち36個が+/+型がbgJ
/bgJ型のどちらか一方の肥満細胞から成っていた。このことより ， W/wマウスに出現した肥満細






2 )胎生17日の肝臓における前駆細胞の濃度は ， Sl/stマウスと正常+/+マウスで差がないが，皮膚で
は ， Sl/Stマウスの前駆細胞の濃度は，正常マウスの濃度の 1%にすぎない。さらにSl/stマウス皮
膚で形態学的に固定しうる肥満細胞の濃度は，正常マウスの濃度の 0.1% しかなかった。
[総括]
1 )マウス胎児の肥満細胞前駆細胞の濃度は，肝臓では胎生15日に最大となり以後減少するが，皮膚で
は胎児17日まで増加しその後ほぼ一定となる。胎生17日の皮膚における前駆細胞濃度は，胎生15 日の
肝臓における濃度の約10倍であった。
2) Sl/Stマウス胎児の肥満細胞前駆細胞の濃度は，肝臓で、は正常対照マウスと差がないのに対して，
皮膚では正常マウスの 1%にすぎなかった。
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論文の審査結果の要旨
本論文は，マウス胎生期における肥満細胞の発生分化について，胎児肝臓と皮膚の肥満細胞前駆細胞
の濃度を測定することにより検索したものである。その結果，胎児肝臓で発生した前駆細胞が血流中を
移動し，皮膚内で増殖後，分化することがわかった。さらにSl/stマウスの肥満細胞欠損の原因を，前
駆細胞レベルで明らかにした。よって，学位論文として価値あるものと認められる。
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